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１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 22 年度 運開後累計 平成 22 年度 運開後累計 

１号機 運転中 
８１．６

 
８１．９

６６．３

６８．８

１９．２ ８４５．２日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 運転中 

６５．４

  
６４．０

７７．７

７７．８

５０．１ １,８８６．０

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

(40％出力プラント

確認試験準備中) 

――――― 

（H22. 5. 6 10：36 原子炉起動、H22. 5. 8 10:36 臨界) 

１号機 
定期検査中 

(H22.11.24～H23.4 下旬)

８５．３

８６．３

５３．４

５５．７

１９．１ ６３８．０

２号機 運転中 

４６．９

４８．９

６１．４

６２．９

１５．４ １,０３４．４

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 運転中 
１０４．３

１００．０

７１．０

７１．７

５６．８ １,７５２．４

１号機 
定期検査中 

(H22.12.10～H23.4 上旬)

７４．６

  ７５．１

６６．７

６７．６

５７．８ ２,１８２．０

２号機 運転中 
５０．４

４９．７

７２．１

７２．７

３９．０ ２,３０７．３

３号機 運転中 
８６．６

８６．１

８１．５

８１．５

６７．４ １,６０４．１

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 運転中 
７９．４

７９．０

８５．３

８５．０

６１．８ １,５８０．５

１号機 運転中 

１０４．５

１００．０

７０．２

７０．７

５６．９ １,８３６．７

２号機 運転中 
６０．８

５８．４

６８．８

６９．５

３３．１ １,７５０．８

３号機 
定期検査中 

（調整運転中） 
(H22.10.13～H23.1 下旬)

７７．１

７３．４

８２．６

 
８２．１

４４．２ １,６３４．４

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 運転中 

８３．９

８０．４

８４．４

８４．０

４８．１ １,６４６．２

 合 計 
７６．５

７５．６

７２．８

７１．３

５６９．５ ２０，６９８．６

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 22 年 12 月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課

平成 23 年 1月７日現在

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）
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２．各発電所の特記事項（平成 22 年 12 月４日～平成 23 年１月７日） 

（１）運転中のプラント 

 
 

（２）建設中のプラント 

 

 

（３）廃止措置中のプラント  

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開

発センター 

（ふげん） 

廃止措置中（H20. 2.12 ～） 
・カランドリアタンクおよび重水冷却系のトリチウム除去作業実施中 
（H21. 9. 2 ～） 
・復水器周辺機器等の解体撤去作業実施中（H22.9.6 ～） 
・重水浄化系等の残留重水回収作業実施中（H22.11.24 ～ ） 
・重水循環ポンプ用熱交換器の放射性腐食生成物の除染作業実施中 
  （H22.12. 1 ～ ） 
第 23 回定期検査中（H22.12. 1 ～ H23. 3.31 予定） 

 
 

３．燃料輸送実績（平成 22 年 12 月４日～平成 23 年１月７日） 

＜新燃料輸送＞  

発電所名 特記事項 

美浜１号機 

 

第 25 回定期検査中 （H22.11.24 ～ H23.４月下旬予定） 
・発電停止       （H22.11.24 10:30） 
 ・原子炉停止     （H22.11.24 12:25） 

大飯１号機 第 24 回定期検査中 （H22.12.10 ～ H23.４月上旬予定） 
・発電停止       （H22.12.10 10:00） 
 ・原子炉停止     （H22.12.10 11:25） 

高浜３号機 第 20 回定期検査中 （H22.10.13 ～ H23. １月下旬予定） 
・発電停止    （H22.10.13 17:00） 
・原子炉停止   （H22.10.13 19:28） 
・原子炉起動     （H22.12.22 18:25）、臨界（H22.12.23  3:30） 
・調整運転開始   （H22.12.25 19:01） 

発電所名 特記事項 

もんじゅ 水・蒸気系設備点検（H22. 4. 1 ～ H22.12.28） 

燃料交換作業（H22. 8. 11 ～ ） 

平成 22・23 年度設備点検（H22.10. 1 ～ H23 年度下期 予定※） 
※  平成 23 年５月に設備点検終了予定であったが、炉内中継装置の落下トラブルについ

て、復旧方策を確定したことに伴い、終了予定を平成 23 年度下期に変更した。 
 

○ Ｃ－非常用ディーゼル発電機シリンダライナの損傷 
・停止中の高速増殖原型炉もんじゅにおいて、平成 22 年 12 月 28 日、分
解点検を実施した非常用ディーゼル発電機Ｃ号機を起動し、発電能力を
確認する負荷試験を実施していたところ、異音とディーゼル機関のシリ
ンダ部（12 台あるシリンダのうちの No.8 シリンダ）からの排ガスの漏
れを確認するとともに、シリンダを構成する部品の１つであるシリンダ
ライナにひび割れが確認されたことから、同ディーゼル発電機を停止し
た。 

・ 現在、シリンダライナにひび割れが発生した原因について調査を行っ
ている。 

（添付資料－１）

 発電所名 概   要 

大飯３号機 ・ 新燃料集合体 24 体を三菱原子燃料㈱より受け入れ   （12 月８日）
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＜使用済燃料輸送＞ 

 

なし 

 

 

 
４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 22 年 12 月４日～平成 23 年１月７日） 
 
  なし 
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（参考） 
 
１．記者発表実績（平成 22 年 12 月４日～平成 23 年１月７日） 

年月日 番号 発  表  件  名 

H22.12. 8 81 大飯発電所３号機の新燃料輸送について 

H22.12. 9 82 大飯発電所１号機の第２４回定期検査開始について 

H22.12.16 83 
高速増殖原型炉もんじゅの平成22年度運転・建設計画および平成22･23
年度設備点検の変更について 

H22.12.16 84 高速増殖原型炉もんじゅ 炉内中継装置落下にかかる復旧工程について

H22.12.20 85 
高浜発電所３号機の原子炉起動と調整運転の開始について(第 20 回定
期検査) 

H23. 1. 7 86 高浜発電所１号機の第２７回定期検査開始について 

H23. 1. 7 87 県内原子力発電所の２０１０年（平成 22 年；暦年）稼働実績について

 
 
２．主な出来事（平成 22 年 12 月４日～平成 23 年１月７日） 

年月日 概      要 

H22.12.16 
・ 「もんじゅ関連協議会」が開催され、西川知事は、文部科学大臣、経済

産業大臣に「もんじゅ」の安全確保等について要請を行った。（東京） 

H22.12.28 

・ 県は、文部科学省の西田敦賀原子力事務所長と日本原子力研究開発機構

から、「もんじゅ」において、12 月 28 日に発生したディーゼル発電機 C

号機の故障や最近のトラブルについて、説明を受けた。 

 

kanbe
テキストボックス
－   －



-5- 

平成２２年度安全協定に基づく軽微な異常事象 
 

高速増殖原型炉もんじゅ C-非常用ディーゼル発電機シリンダライナの損傷 
 

・発生日：平成22年12月28日 

・放射能による周辺環境への影響：なし 

・国の取扱い：法令対象 

・安全協定上の取扱い：異常事象（第７条第５号「発電所の故障が発生したとき」） 

 

【概要】 
 

 
 

（発生状況） 

  停止中の高速増殖原型炉もんじゅは、平成22年 10月１日より平成22・23年度設備点検を実

施している。 

３台（Ａ、Ｂ、Ｃ）あるディーゼル発電機＊１のうち、Ｃ号機の分解点検（１回／年）後、12

月 28 日 10 時 31 分に同発電機を起動し、発電能力を確認する負荷試験を実施していたところ、

10時 52分頃、異音とディーゼル機関のシリンダ部（12台あるシリンダのうちのNo.8 シリンダ）

からの排ガスの漏れを確認するとともに、10時 55分頃に、シリンダライナ＊２にひび割れが確認

されたことから、10時 56分に同ディーゼル発電機を停止した。 

その後、目視可能な範囲で点検した結果、シリンダライナにひび割れが７箇所（最大長さ約

45mm）あることが確認された。 

現在、シリンダライナにひび割れが発生した原因について調査を行っている。 

 
＊１：非常用ディーゼル発電機の保安規定の運転上の制限 
    低温停止中は、非常用ディーゼル発電機が２台動作可能であることが求められている。今回、ＡおよびＢディー

ゼル発電機は健全であり、この要求事項を満足している。 
＊２：シリンダライナ 
    ディーゼル機関のシリンダ内部に組み込まれている筒状の部品であり、ピストン、ピストンリングとの摺動面を

形成している。 

 

 

 

添付資料－１ 

停止中の高速増殖原型炉もんじゅにおいて、平成22年12月28日、分解点検を実施した非常用
ディーゼル発電機Ｃ号機を起動し、発電能力を確認する負荷試験を実施していたところ、異音と
ディーゼル機関のシリンダ部からの排ガスの漏れを確認するとともに、シリンダを構成する部品の
１つであるシリンダライナにひび割れが確認されたことから、同ディーゼル発電機を停止した。 
現在、シリンダライナにひび割れが発生した原因について調査を行っている。 
この事象による周辺環境への放射能の影響はない。 



A A’

狭隘部のため目視確
認ができない範囲。 ×１

×２

×３

×４

×５
×６×７ テンションボルト

約400mm

A－A’断面

シリンダヘッド

シリンダ部断面概要図

ピストン

ひび割れ箇所

シリンダジャケット

シリンダライナ

テンションボルト

ディーゼル発電機機関概略構造図

【非常用ディーゼル発電機C号機の仕様】
・出力：4250ｋW(12気筒）
・全長：約11ｍ ・全高：約3ｍ ・全幅：約3ｍ

高速増殖原型炉もんじゅ 非常用ディーゼル発電機Ｃ号機シリンダライナのひび割れについて

シリンダライナにひび割れが
確認されたNo.8シリンダ部

ディーゼル機関を上から見た平面図。
数字は、シリンダ№を表す。

発
電
機①②③④⑤⑥

⑦⑧⑨⑩⑪⑫

＊いずれも軸方向のひび割れである。

狭隘部のため測定できない他

約45mm５

約40mm４

約40mm２

ひび割れ＊の長さ

冷却水

冷却水

№
２
シ
リ
ン
ダ
側

吸気排気
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